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１．序論 

斐伊川水系の下流部に位置する宍道湖は大橋川によって中海と連結されており，日本で最大の汽水域を形

成し，水産資源が豊かな湖である．宍道湖には大橋川を通じて，宍道湖の塩分よりも高濃度の中海の塩分水

が進入している．密度が大きい中海の高塩分水は宍道湖に到達すると湖底を這うように進入し，底部で貧酸

素化・富栄養化するために水質悪化の原因の１つとなっている．宍道湖東部湖棚部の平均勾配は 2500 分の 1
と非常に緩やかなために，宍道湖に進入した高塩分水は重力の作用だけでなく，風や湖内の流動の影響を受

けて移動する．そこで本研究では，宍道湖における高塩分水の挙動に及ぼす風の影響を把握することを目的

とする． 
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２．観測方法 
図 1 に観測地点，及び観測ラインを示す．2002 年 8 月

15 日から 9 月 16 日に中海から大橋川を遡上し，宍道湖に

進入した高塩分水の流動観測を東部湖棚部の最も急な勾配

上の観測地点 A，B，C において行った．地点 A は宍道湖

流入部直後に設置した．地点 A から地点 B，C までの距離

はそれぞれ約 1.4km，3km である． 8 月 26 日から 30 日

の正午にかけて，高塩分水の移動に及ぼす

風の影響を調べるために塩分分布横断調査

を行った．この観測では，宍道湖を東西に

横断するライン D 上Ⅰ～Ⅱ間の 16 地点で

行った．各観測地点で鉛直方向に 0.1m 毎

に湖底まで塩分の測定した．これらの観測

から得られたデータと，年間を通じて宍道

湖湖心で 1 時間毎に観測されている風向風

速を用い高塩分水の挙動に及ぼす風の影響

について検討を行った． 

点 

３．宍道湖に進入した高塩分水の挙動 
図 2 に地点 A の湖底上 0.1m，B，C の湖

底上 0.2m での塩分の経時変化，地点 B の

湖底上 0.2m の東方流速, 湖心風速東西成

分を示す．①で示す 4 つの期間は，大橋川

に近い地点から A，B，C の順に塩分が上昇し，低下することから，大橋川

到達し，通過していることがわかる．観測期間中，宍道湖内の塩分の上昇は

いる．すなわち，宍道湖東部湖棚部で観測されるほとんどの高塩分水は大橋
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図 2 連続観測
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力の作用によって深い湖心へ向かって進んで

いることがわかる．大橋川から進入した同一

の高塩分水について，各観測地点の塩分が最

大を示した時刻の差から高塩分水の移動速度

を計算すると，A－B 間では 350～400m/h，
B－C間では150～300m/hと非常に遅い速度

で移動している．また各地点で観測された高

塩分水は移動していくにつれて塩分濃度が低

下していく様子も確認できる． 
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観測頻度の低い②，③の期間では，地点 B
の塩分の方が地点Aの塩分よりも先に上昇し，

④の期間では，地点 C，B，A の順に塩分の

上昇が見られる．②，③，④の期間の地点 B
の湖底上 0.2m では東向きの流れになってい

る．また，湖心風速東西成分は 5～10m/s の

東風(西向きの風)が卓越している．このこと

から，湖心付近にあった高塩分水が東風の影

響の影響を受けて宍道湖の東部へ移動したと

考えられる． 
４．高塩分水の移動に及ぼす風の影響 

図 3 に，塩分分布横断調査中の湖心風速東

方成分とライン D のⅠ～Ⅱ間の塩分分布を

コンター図で示す．コンター図中の濃い色の

部分は，高塩分水を示す．(1)26 日では約 10m/s の東風が卓越している．この時，高塩分水と上層水の界面

に傾きが生じており，高塩分水は東側に存在している．東風が止み卓越する風のない(2)27 日，(3)28 日には

次第に界面の傾きが緩やかになり，高塩分水は湖心付近にたまる．再び 5～8ｍ/ｓの東風の吹く(4)29 日，(5)30
日には，界面は傾き，高塩分水は東側に存在する．風により湖面に働くせん断力 は次式で示される． τ
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図 3 湖心風速，塩分分布コンター 
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ここで， ：水面の抵抗係数， ：湖心風速， ：湖心風

速東方成分， ：空気の密度である．図 4 に界面の傾きと，

観測前 24 時間に風により湖面に働いたせん断力の関係を

示す．この図から，風により湖面にせん断力が働き，界面

に傾きが生じることがわかる．先に述べた②，③，④の場

合は 5～10ｍ/s の東風によって水面勾配が発生し，このた

め界面に傾きが生じ，高塩分水は宍道湖の東部へ移動した

ことがわかる． 

fC axUaU
aρ

５．結論 
 中海から大橋川を遡上し宍道湖に進入した高塩分水は，重力の作用によって，A－B 間では 350～400m/h，
B－C 間では 150～300m/h の速度で希釈されながら湖心に向かって進む．しかし，5～10ｍ/ｓの東風が卓越

する時，界面に傾きが生じ，高塩分水は宍道湖の東部へ移動する． 
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図 4 界面勾配と湖面に働くせん断力 
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